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令和３年度 第１回 青森支部評議会の概要報告報） 

 

開 催 日 時 令和３年５月 24 日（月）10：00～11：30 

開 催 場 所 全国健康保険協会青森支部会議室 

出 席 評 議 員 
秋田谷評議員、大坂評議員、小山田評議員、木村評議員、今評議員、高杉評議員、 

藤沼評議員、吉田評議員（五十音順） 

議 題  

１．令和 2年度 青森支部事業計画の実施状況について（速報） 

２．令和 2年度 青森支部保険者機能強化予算の執行状況について 

３．その他 

 

議 事 概 要 

（主な意見等） 

 

 

 

 

●令和 2年度 青森支部事業計画の実施状況について（速報） 

【事業主代表】 

・資料の中で、令和２年７月以降の保険給付費と加入者１人当たり医療費が統計システム切り替えの

ため、掲載が出来ないとのことだが、それほど時間がかかるものなのか。 

 

（事務局） 

・立替払いや柔整などの一部の現金給付が統計システム上、正確に表示されない不具合が生じている

ため、公表データが出せない状況となっている。統計システムがいつ復旧するか、本部に随時、確認

していく。なお、一部正確な数字をおさえられない部分はあるが、全体の数字は捉えている。一人当

たりの医療費については、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、全国ベースでは前年比でマイナ

スが続いており、令和２年９月、１０月のみプラスに転じ、１１月から２月までマイナスとなってい

る。青森支部の状況は、前年比で令和２年３月、６月、９月、１０月、令和３年１月の５か月はプラ

スになっているが、それ以外はマイナスとなっている。全国と同様、医療機関への受診を控えた影響

が出ていると思われる。 

 

【事業主代表】 

・収入面では被保険者の減少と平均標準報酬月額の上がり幅の減少に伴い保険料収入が減少傾向にあ

り、支出面では受診控えによる給付が減少傾向にあるとのことだが、新型コロナウイルス感染症によ

りどのような影響が出ているのか教えてほしい。 

 

 （事務局） 

 ・新型コロナウイルス感染症の影響により、事業所の収入がかなり減少し、保険料猶予制度の適用を

受け１月２９日現在で２,３２５.８億円の保険料が猶予されている。一方で医療機関への受診控えに

議題１について、事務局より資料に基づき説明。 
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より医療給付費が下がっている。収支額については７月に数値が確定するので次回の評議会でお話で

きると考えている。 

 

【学識経験者】 

・「健康宣言に取り組む宣言企業数の推移」を見ると、協会けんぽの健康宣言事業所は増えてきている

が、青森県の認定事業所数がほとんど増えておらず、乖離が出てきているが如何か。 

 

（事務局） 

・先日、青森県医師会の健やか力推進センターが主催する推進協議会が開催された。その中で健康経

営認定事業所を増やしていこうと話がされた。健康経営認定制度は平成２９年度からスタートし、県

の建設入札の際の点数が加算されることもあり、最初は主に建設業が中心に増えてきていた。県の基

準が協会けんぽの認定よりも厳しく、また一定の期間が経ったら更新の手続きが必要であるというこ

とも背景にある。協会けんぽとしては健康宣言事業所へ四半期ごとに健康情報誌の提供やフォローア

ップを実施しており、その際に県の認定制度にかかるパンフレットを同封するなど、県の認定を増や

す活動も行ってきた。引き続き、県の認定事業所を増やしていくために協力していきたいと考えてい

る。 

 

【被保険者代表】 

 ・オンライン資格確認の導入に向けた対応について、マイナンバーカードと保険証の紐づけに伴い令

和３年２月に終了とのことだが、マイナンバーカードの運用が１０月まで延期になっている。その間、

取り組みは何かあるのか。 

 

（事務局） 

・マイナンバーカードの運用が始まるため、医療機関へ渡している資格確認のＵＳＢトークンを令和

３年２月に回収することとなり、また新型コロナウイルス感染症の影響から医療機関に対する資格確

認の利用勧奨を見合わせたことからＫＰＩ未達成は致し方ないと考えている。マイナンバーカードの

運用については１０月まで延期となっているが、マイナンバーカードの登録者は今年の初めで約２

０％であったが、現在は３０％を超えているので、ＰＲの効果が出てきていると考えている。なお、

マイナンバーカードを保険証と紐づけしなくても、従来のように保険証を使用することは出来るが、

限度額適用認定証が不要になることや退職後の保険証使用に伴う債権の発生を減らすためにもマイナ

ンバーカードの保険証との紐づけを進めていく必要があると考えている。 

 

【被保険者代表】 

・特定保健指導の実施率の向上について、療養中の方は実施対象に含まれるのか。 

 

（事務局） 

・問診票の中に治療中と記載されていれば、特定保健指導の対象から除外されることとなる。 
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●令和 2年度 青森支部保険者機能強化予算の執行状況について 

 意見・質問等なし。 

 

 

 

 

●「医療・医療保険制度等に関するアンケート調査」について 

  意見・質問等なし。 

 

 

●「インセンティブ制度」について 

 意見・質問等なし。 

 

 

●その他 

【被保険者代表】 

 ・評議会の出席確認や開催案内など現在、紙媒体で行っているが、メール等を活用しても良いのでは

と考える。ペーパーレス化や郵送料の費用負担削減にもつながるため、検討いただきたい。 

 

以上 

 

特 記 事 項  

・傍聴者 デーリー東北新聞社  

・次回は７月に開催予定 

 

 

議題２について、事務局より資料に基づき説明。 

議題３について、事務局より資料に基づき説明。 


